
徳島大学大学院 (2011)〉 保健科学教育部 〉 保健学専攻 (博士前期) 看護学領域 [⇒English]

女性支援看護学特論 2単位
岸田佐智 ·教授 /保健学専攻，葉久真理 ·教授 /保健学専攻

【授業目的】女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．国内外
におけるライフステージを通じての女性の健康問題について，文献を通して
分析し，いくつかのテーマを選択し，その問題についての討議を通して，解
決策を考える．また，選択したテーマについて，看護理論を活用して，その
理論をどのように臨床上で活用できるのか，応用を考える．

【授業概要】女性の健康問題を考える上での重要概念について理解する．また，
についての文献検討を行い，授業での討議をすることで，国内外での女性の
健康問題を分析する．検討を行った女性の健康問題に関して，看護理論を活
用しながら，その応用に関して討議をする．

【キーワード】女性の健康，看護理論
【関連科目】『女性支援看護学演習』(0.5)

【到達目標】
1.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition:移行)について理解する．
2.国内外に関する女性の健康問題に関する文献検討から現状を分析する力を
養う．

3.女性の健康問題を考えることで 看護学が発展できるための論理的思考を
養う．

4.既存の看護理論を活用し，応用することで理論の検証や開発を行うための
基礎的能力を養う．

【授業計画】
1.ライフステージを通して生じている女性の健康問題についてテーマを抽
出する．(岸田・葉久)

2.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (women’s health)について理解
する．(岸田・葉久)

3.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (transition / 移行)について理解
する．(岸田・葉久)

4.女性の健康問題を考える上ので重要概念 (親役割)について理解する．(岸
田・葉久)

5.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
6.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
7.健康問題として抽出された問題に関する文献検討を行う．(岸田・葉久)
8.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)
9.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田・葉久)

10.抽出された健康問題に関しての解決策を考える．(岸田)
11.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

12.抽出された健康問題に関して，看護理論 (セルフケア理論)での応用を考
える．(葉久)

13.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

14.抽出された健康問題に関して，看護理論 (適応理論)での応用を考える．
(岸田)

15.抽出された健康問題に関して，他の看護理論の応用を検討する．(岸田・
葉久)

【成績評価】講義への参加態度，積極的発言・プレゼンテーション内容によって
評価する．

【教科書】授業の中で適宜紹介する
【授業コンテンツ】http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216979
【連絡先】
⇒岸田 (088-633-9032, skishida@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (オフィス
アワー: 月 17:00-19:00)

⇒葉久 (088-633-9080, haku@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail
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